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0.35mは礫混じりシルト。緩い
0.35mより玉石混じり砂礫。

粘着弱く、少量の軽石混じる。

含水比は下位から中位。
少量の細砂混じる。
粘着性は下位。
土粒子は均一。

鹿沼軽石。粒径2～5ミリ
粘土化して軟らかい。

4.40m迄、非常に軟らかい。
含水比は下位から中位。
土粒子は均一。
粘着性は下位。
5.00m付近固結している。
腐食物混じる。

粘土分混じる。火山灰質砂
8.05mから8.80mの間、非常に軟ら
かい。
8.80mより比較的硬質となる。
粘着性中位となる。
全体に砂質分混じる。
含水比は中位から高位。
土粒子は均一。

真岡軽石。
粒径1から2mmとなり、やや粘土
化
含水比は中位から高位。
粘着性中位となる。
土粒子は均一。
全体に砂質分混じる。
有機物混じる。
19.60mより砂礫点在する。
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含水比は中位から高位。
粘着性中位となる。
土粒子は均一。
全体に砂質分混じる。
有機物混じる。
19.60mより砂礫点在する。

礫径2mmから40mmの円、亜円礫
主体。
20.50mより砂分、粘土多く混じる
。
間隙に粘土分を含む粗粒砂充填。
22.00mより礫径2mmから60mmと
なり、コア長5cmから10cmの玉石
混じる。
固結状となり締まる。
礫種は円・亜円礫主体。
風化礫混じる。
含水比は中位から高位。
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